
5分で理解できる

遅咲きの成功者に学ぶ

逆転の法則②

偉人と呼ばれる人はみんな苦労人にゃん



41歳：一文なしの画廊経営者が有名ブランド？！

クリスチャン

ディオール
ファッションデザイナー

26歳(家も仕事も失い病気になる)

弟が精神を病み、

母親も病に倒れ、父は倒産 ...
父出資の画廊の経営も断念。

その上、結核にかかる。

お金持ちだから
苦労をしたことないのに急
に人生どん底っっ

友人に助けれらながら人生の転機を迎える！

昔から大好きな絵で

服をデザインし売り込むと

これが大人気となる！

30歳　
彼の顧客は50を超える

逆
転
の
法
則

①自分が本当にやりたいことを見つけ、

　その才能と向き合う

②何歳になっても友人に相談したり

　救いを求めたりできる勇気をもつ

③チャンスが来たら躊躇せず、掴みに行く

有名なブランドで

専属のデザイナーに

自分のブランドを持てるかも

しれないんだけど、どうしよう ...

＼友人だけでなく占い師にも相談／

友人や占い師に背中を押され

41歳にして自分のブランドをもつ

＼助けて欲しい時や困った時は友人に相談／



42歳：大ヒット乳酸飲料「カルピス」が誕生

三島海雲
カルピス創業者

38歳 職なし借金もあり困窮の中

妻の治療費が月に300円
(当時の初任給は50円ほど)

 25歳　清国で貿易

 30歳　軍馬の調達でモンゴルへ

 38歳　綿羊事業に失敗

チャレンジしたこと

頑張って生きてきた三島の武器

これまでの経験 培ってきた人脈

逆
転
の
法
則

①将来の成功を目指すなら

　今を誠実に生き、多くの信頼を得ること

②大きな志を掲げ、それを言動で示す

③年齢を重ねると傲慢になりがち

　関わる全ての人に感謝の気持ちを

日本国民の健康に役立ちたい！

＋ ひとつのアイデア

モンゴルで紹介された「ジョウヒ」

を元に乳製品「醍醐味」を開発

➡会社を作るも失敗に終わる (39歳)

乳酸菌について勉強するため

東京大学の研究室に通いキャラメルの

会社を作るがこれも失敗 (40歳)

それでも乳酸菌の可能性を諦めない三島は

42歳にして 乳酸飲料「カルピス」を開発



41歳：医者の彼が世界的企業キャノンを興す

御手洗毅
キャノン初代社長

逆
転
の
法
則

①大きな志を持ち、それを忘れなければ

　迷いは断ち切れる

②長く培ってきた経験や技術は

　「信頼」と「説得力」に繋がる

③専門家にならなくても

　頼れる専門家がいれば仕事はできる

日本の復興のために、私には日本の技術力を世界に知らしめる義務がある

28歳　日本赤十字病院に
　　　産婦人科医として勤務

32歳　カメラの開発を行う
　　　「精機光学研究所」に
　　　共同経営者として参画

36歳　精機光学工業株式会社
　　　が設立され、監査役に

39歳　夢であった
　　　自分の病院を開業する

・従業員組合を結成し、永年勤務者の表彰を行う

・従業員が持ち家を買うために住宅組合を設置

・大きな企業では日本初の週休二日制を導入

会社の最高責任者が戦争関係で海外へ
やむなく社長に就任する

44歳　日本の技術を世界に
　　　広めるために医者を辞める

従業員を大事にした


